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として，この部位は吻側 (RVLM) と尾側 (CVLM) に主として分けられ， RVLM は交感神経活動を興奮させ，逆











(実験 1) :術後 3 時間を経てから，非昇圧量のアンジオテンシン n (5 .4pmol/kg/min) 或は，対照の生理食塩



























ンシン E投与時と同程度に減弱することを見出した。これらの実験的事実から アンジオテンシン H による動脈圧受
容体反射の減弱に延髄腹外側部でアミノ酸神経伝達物質が深く関与していることが明らかになった。
この結果は心血管病変の病因，病態の中枢性機序の重要性を示唆するものであり，また薬剤の開発にあたっても中
枢におけるアミノ酸代謝を考慮する必要があることを示唆する価値ある知見であり，学位授与に値するものであると
考える。
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